
























































































































































変数（質問項目） Ⅰ Ⅱ Ⅲ 平均値
第Ⅰ因子：情報提供と医師との連携(α＝0.898)
・説明場所の環境を事前に整えている .928 -.109 -.155 3.58
・医師からの説明の場には同席している .886 .015 -.160 3.74
・移植について患者がどのような情報を知り得ているか事前に把握 .661 -.104 .174 3.04
・患者への説明の前に医師と情報交換している .660 -.115 .280 3.22
・医師からの説明時の患者の反応や様子を看護記録に残している .659 .302 -.141 4.15
・移植の利点について患者に伝えている .564 -.046 .282 3.12
・移植のリスクについて患者に伝えている .486 .278 .076 3.78
第Ⅱ因子：説明内容の理解と精神的支援(α＝0.897)
・患者から相談を持ち掛けられたら応じている -.098 .998 -.221 4.74
・患者の判断力をアセスメントしている -.102 .814 .139 4.21
・患者が医師、看護師からの説明内容を正確に理解しているか確認 .148 .651 .086 4.17
・医師からの説明後に、他に知りたいことがないかを確認している .297 .585 .030 4.35
・患者からの訴えを、患者の代弁者として医師に報告している -.042 .570 .108 4.25
・移植を受ける、受けないにかかわらず患者が決定したことは支持 .004 .540 .080 4.64
・移植に対する患者の思いを引き出している -.108 .465 .348 3.86
・移植における副作用や合併症の対処方法について患者に伝えてい .364 .442 .072 4.07
第Ⅲ因子：権利と意思の尊重(α＝0.796)
・移植が患者の希望に沿った治療法であるかを尋ねている -.009 -.079 .899 3.38
・移植を決定したことに納得しているかを確認している .067 .118 .697 3.87
・患者の権利について説明している -.113 .058 .618 3.15
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ - .706 .653
Ⅱ .706 - .642
Ⅲ .653 .642 -
因子抽出法: 最尤法










































性別 女性 178 -0.00±0.96 -0.01±0.97 0.01±0.92
男性 11 0.05±0.90 0.32±0.56 -0.21±1.07
年齢 20歳以上～30歳未満 97 -0.22±1.10 -0.12±1.10 －0.08±1.00
30歳以上～40歳未満 63 0.26±0.57       ** 0.17±0.66 0.00±0.84
40歳以上 29 0.19±0.93 0.04±0.94 0.29±0.85
移植看護経験年数 3年未満 103 -0.32±1.05 -0.27±1.12 -0.20±0.97
3年以上～5年未満 40 0.36±0.63    *** 0.36±0.53      *** 0.31±0.75     *
5年以上～10年未満 34 0.41±0.60    *** 0.27±0.60   * 0.18±0.87
10年以上 12 0.40±0.72      * 0.37±0.58 0.20±0.99
職位 スタッフ 159 -0.06±0.96 -0.03±0.97 -0.04±0.94
主任・副看護師長 23 0.30±0.89 0.15±0.97 0.17±0.89
看護師長 7 0.37±0.79 0.16±0.55 0.44±0.62
専門学歴 専門学校 118 0.20±0.80  0.09±0.87 0.14±0.88
短期大学 16 0.17±0.53   *     *** 0.26±0.44 -0.08±0.56     *
大学・大学院 55 -0.49±1.16 -0.27±1.17 -0.28±1.05
がん関連の専門
資格の有無 なし 180 0.00±0.96 0.00±0.97 0.02±0.94
あり 8 -0.13±0.99 -0.04±0.63 -0.44±0.70
在学中　　　　　　　なし 132 0.09±0.85 0.08±0.77 0.03±0.85
　　　　　　 　　　　　あり 57 -0.22±1.14 -0.18±1.28 -0.09±1.10
研修・講習会を受講　  なし 140 -0.15±0.97 -0.09±0.96        * -0.12±0.93
     あり 49 0.44±0.75   *** 0.27±0.90 0.36±0.86       ***
専門書を活用       なし 171 -0.05±0.97 -0.02±0.98 -0.04±0.95
      あり 18 0.50±0.55      * 0.26±0.60 0.44±0.61         *
先輩・上司からの指導   なし 149 -0.06±1.00 -0.04±0.95 -0.07±0.95
      あり 40 0.25±0.71    * 0.17±0.96 0.27±0.79         *
倫理綱領の
内容 知らない 76 -0.03±0.80 -0.02±0.80 -0.07±0.87
どちらともいえない 22 -0.17±1.17 -0.26±1.33 -0.10±1.15
知っている 90 0.06±1.02 0.07±0.97 0.08±0.92
***:p<0.001     **:p<0.01     *:p<0.05
因　子
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